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米
国
勢
働
者
家
計
三
十
年
間

河

田

嗣

郎

左
掲
11
昨
孚
十
二
月
三
日
獲
行
の
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
誌
に
載
ゼ
ら
れ
ハ

も
の
で
、
朱
圏
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
ッ
の
一
小
鐵
道
の
車
掌
が
、
既
往
三
十

年
間
に
於
げ
る
其
の
生
活
費
6
膨
脹
の
有
様
々
示
し
て
投
書
し
た
の
で

め
ゐ
・
同
國
に
於
げ
る
労
働
者
家
計
.の
}
斑
な
窺
ふ
に
は
大
攣
面
白
い

材
料
だ
か
ら
・
其
の
大
様
な
課
蔵
す
ろ
ニ
ピ
、
し
た
。

.

私

の
家

で
は

一
八
八

九
年
以
來
誰

で
も
品
物

を
買

つ

.

花
潜

は

一
々
其

の
品
名

ご
贋
格

ε
を
計
算
板

に
書

き
上

げ

て
置
く
習

慣

に
し
て
居

る
。

そ
し

て
.
一
週
間

毎

に
私

が

そ
れ
を
家
計
簿

に
帳

上
げ
を
す

み
の
が
例

で
あ

る
。

此

の
方

法
に
よ

っ
て
私
は
夫

婦

ε
子
供
三

人

の

一
家
を

維

持

す

る
に
何
程
.の
費

用
が
掛

っ
だ

か
を
精
確

に
知
る

こ
ご
が
出

來

琵
。
計
算

の
期
間

は

一
八
八
九

年

よ
り

一

九

一
九
年
迄
ご
]十

ケ
年
間

で
私

は
之

を
便
宜

の
矯

め
十

年

毎
三
期

に

匠
別
す

る
。

私

は

ニ

ュ
ー
、
イ

ン
グ

ラ

ン

ド

の

一
州

に
佳
ぶ
者

だ

か
ら
、

私
の
家

計

が

一
般

的

ド

米

國

の
何
れ

の
地
方

に
…罰
し
て
も
標
準

己
な
る

ε
は
考

へ
ぬ
け
れ
ご
も
、

私
の
家
計

ざ
し
て
は
、
そ
れ
は
十
分

精

細

な
も

の
で
あ

る
.。

.

第
十
巻

(第
三
號

=
二
七
)

四
四
五

、.
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雑

録

米
国
勢
働
者
家
計
三
+
年
間

私
が

マ
ナ
チ
ユ
セ
ツ
ッ
の

一
小
都
市
の
小
供
だ
つ
た

時
分
の
事
を
顧
み
て
今
ε
比
較
し
て
み
れ
ば
、
諸
式
の

騰
貴
は
驚

く
に
堪
え
な
も

の
で
あ
る

其
の
時
分
の
必

用
品
に
劃
す
る
孕
均
費
用
は
、
先
づ
今
時
の
三
分

「
を

出

で
な

い
。
そ
れ
は
勿
論
其
間

に
勢
銀
も
増
し
陀
け
れ

、ε
も
、
生
計
費
の
膨
脹
に
比
較
す
れ
ば
常
に

一
歩
づ

＼

後
れ
て
來
た
。

ノ

私
は

一
八
八
九
年
に
結
婚
し
た
の
だ
が
、
私
の
妻
は

幸
に
も
私
&
生
活

の
重
荷
を
共
同
に
荷

っ
て
呉
れ
て
、

終
始
私
ε
苦
樂
を
共
に
し
て
呉
れ
た
.
結
婚
常
時
か
ら

私
は
.マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
の

一
小
鐵
道
に
奉
職
し
で
居

る
.

の
で
、
其
の
常
時
私
の
勢
銀
は

一
日

一
弗
七
十
五
仙
だ

つ
セ
。
そ
し
て
私
の
家
計
簿
を
繰

っ
て
見
る
ご
、
常
時

諸
式
は

バ
タ
「

一
封
度
三
+
五
仙
、
豚
脂

一
封
度
十
仙
、

牛
乳

}
ク
オ
ー
ト
五
仙
、
砂
糖
二

封
度
七
仙

で
、
.萎
統

一
バ
レ
ル
七
弗
、
馬
齢
薯

一
ブ
ソ
シ
エ
ル
入

†
仙
、
そ

し
て
石
炭
は

一
顧
⊥
ハ
弗
だ

っ
た
。

私
共
の
最
初
の
子
供
は

一
八
九
二
年

に
生
れ
、
次
は

一
八
九
七
年
に
次
は

一
八
九
九
年
に
生
れ
た
。
最
後

の

小
供

の
生
れ
た
頃

に
は
諸
物
債
は
結
婚
常
時
よ
り
も
却

第
+
巻

(
第
三
號

一
三
八
)

四
四
六

っ
て
安
値
で
あ

っ
た
。
前

に
掲
げ
た
品
物
に
就
い
て
見

て
も
、

バ
タ
ー
は

一
封
度
二
十
五
仙
乃
至
三
十
四
仙

,

豚
脂

一
封
度
八
仙
乃
至
十
仙
、
牛
乳

一
ク
オ
ー
ト
五
仙

乃
至
⊥八
仙
開
、
砂
糖
は

一
軸測
度
五
仙
に
温廻
ぢ
だ
}
か
っ
な
。

そ
し
て
萎
粉
は

一
,ハ
レ
ル
四
弗
五
十
仙
叉
は
五
弗

に
下

b
、
馬
齢
薯
は
七
十
五
仙
乃
至

一
弗

の
間
を
上
下
し
て

居
た
。
石
炭
は

「
願
大
錦
七
十
五
仙
だ

っ
た
。

.

私
の
子
供
の
生
れ
だ
に
就

い
て
私
の
愉
快
な
思
出
は

激
育
の
こ
ε
で
る
る
。
私
自
身
は
私
の
父
の
生
れ
た
前

年
た

る

一
八

一
五
年
に
造
ら
れ
た
古

い
み
す
ぼ
ら
し
い

小
學
校
に
通

っ
て
、
先
生
も
課
業
も
そ
れ
は
曹
式
な
も

の
だ

っ
た
が
、
此
黙
に
於
て
は
私
の
子
供
は
大
愛
仕
合

せ
な
時
節
に
生
れ
合
せ
だ
も

の
で
、
爾
来
激
育

の
改
善

ε
進
歩
は
夥
し

い
も
の
で
あ
る
。

扠
又
立
蹄

っ
て
家
計
の
事
を
述

べ
る
の
だ
が
、
そ
れ

は
ほ
ん
と
に
不
愉
快
な
問
題
だ
け
れ
こ
も
、
事
實
は
致

方
が
な
い
。
私
が
前

に
示
し
た
や
う
に
、

】
八
九
九
年

頃
に
は
其

の

十
年
前
よ
り
も

物
債
は

安
く
な

っ
て
ゐ

拠
。

そ
し
て

一
九
〇
九
年
に
至
る
頃
ま
で
は
、
或
種
の

品
物
は
恐
ろ
し
く
騰
貴
し
設
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
で
も

一

,

'

・

隔

一



1

「,

般
に
は
そ
ん
な
に
驚
く

べ
き
騰
貴
は
な
か
っ
た
。
洵
に

既
往
三
+
年
間
に
於
け
る
物
債
の
趨
勢

に
於

て
最
も
著

大
な
る
鍵
化
を
齎

し
た
の
は
最
後
の
十
年
の
こ
ご
で
あ

る
。
特

に
最
近
の
四
年
間

の
こ
ξ
で
あ

る
。
次
に
示
す

数
字
が
明
か
に
之
を
物
語
る
で
め
ら
う
。
表
中
の
品
物

の
盟
・位
は
総

て
前

に
掲
げ
控
所

に
よ
る
。
叉
各
種
の
品

物
に
就

い
て
の
二
様

の
数
字
は
其

り
最
高
贋
格

ご
最
低

債
格
ご
で
あ
る
。

.

一
八
入
九

一
入
九
九

一
九
Q
九

【
九

一
九

バ

タ

ー

　・
三
四
-

,
一「穴
.

・
三
四
1

・
量

・
三
四
1

。
一「六

・
合

1

・
五
八

ラ

ー

ド

弗二

〇
一

・
晃

⊥

0
-

6

八

・
一
六
一

∴
二

商

耳
1

・
皿一三

ミ

ル

ク

・
O
㍊
r

凸

出

・
0
六
一

・
0
.#

・
〇
六
-

占

「ハ

⊥

就
nl
・
互

九

一
九
年
に
は
實
に
前
表

に
示
す
が
如
き
高
値
を
唱
ふ

る
に
至

つ
な
。

肉
類
の
如

き
も
私
は
渦
虫
三
十
年
間

に
確

か
に
四
十

割
の
騰
貴
を
爲
し
た
穿
ら
う
ご
思

っ
て
居
る
。
職
人

の

襯
衣
や
上
張

や
の
如
き
も
三
十
割
は
騰
貴
し
だ
。

統
計
こ
い
ふ
も
の
は
印
刷
せ
ら
れ
π
所
を
見

る
ε
頗

る
無
味
乾
燥
な
も
の
だ
が
、
然
し
時
に
よ
る
ε
如
何
な

る
他

の
説
明
よ
り
も
雄
辮
で
あ

る
。
左
掲
は
生
活

に
必

砂

糖

・
O
ゼ
ー
.
。
0
ゼ

・
暑

1

・
豊

・
昊

一

。
[
五

・
=

1

・
δ

鶏
卵
は
三
十
年
間
に
於
て
他

の
品
物
よ
b
も
大
い
な

る
受
動
を
し
た
。
即
ち

】
八
九
七
年

に
は
其
の
最
高
及

び
最
低
償
格
は

一
ダ
』
ス
に
就
き
三
十
六
仙

ご
十
五
仙

で
あ

っ
た
も

の
が
、

}
九

一
九
年
に
は
最
高

一
党
二
十

仙
最
低
四
十
仙
ど
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
砂
糖
の
如
き
も

共
の
最
低
債

一
封
度
四
仙

で
、
此
贋
格

は

一
八
九
四
年

ご

一
八
九
五
年
ざ
通
じ
て
動
か
な
か
つ
だ

の
だ
が
、

一

雑

録

米
圃
労
働
者
家
計

三
+
年
間

,

奏

粉

㌣

五
〇
1

大
・琶

E
・8

1

四
・吾

学

0
0
1

六
三
五

一四
・8

一
;
丁
8

.

.馬

齢

薯

ゆ

同

人

ロ
ー

合

T

O
O
I

・
蓋

=

己
-

一
豊

四
.
0
0
1

一
■
O
O

石

炭

六
・8

穴
・霊

七
蓋
〇

三
・甕

要
心

る
諸
費
用

の
各
十
年
期
に
於
け
る
年
季
均
額
で
あ

る
。
家
政
の
任

に
贈
る
人
に
は
多
少

の
興
味
を
惹
く
で

あ
ら
う
。

パ

タ

ー

ペ

ー

ヵ

ー

キ
ヤ

ン
ヂ
ー

教

會

費

最

初

の
+

年
　

尋

λ
〇

七
・
δ

六
・8

九
・合

吹

の
+
年

茜

・
耳〇

三
曲
〇

七
・右
五

「三
.
8

第
十
巻

(第
三
號

ご
二
九
)

四
四
七

第

三
の

+
年

西
九
・苫

.

「三
・四
五

西
・8

髭

6
0
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雑

録

米
国
労
働
者
家
計
三
十
年
間
.

牛 肉 ラ藥 魚 巣 珈

1・ 及
び

乳 類 ド料 類 實 茶

新
瀾
雑
誌

砂

糖

纂
類
(珀
蒲
鰭
を

「
洗

濯

料

石

鹸

婆

粉

、

燃

料

-

鶏

卵

地

代

家

賃

六
・藍

一三
・葛

(
δ
五

二

・盗
四
・
盃

き

・♂

二
七
・令

名
・
巻

三
・
五
〇

=

⊥
〇

一六
・金

子

窒

三

・胃[五

昌
亨

盒

お
・金

δ
三
・口E

.

δ

・
冒蓋

、
冒=
・
一言

宍

・六
〇

一
六
・
査

δ

三
五

四
三
・藍

圏
【
・藍

一四
ゐ

O

言

・
吉

一石
玉

〇

'

三

・
二
五

、
内
心

O

;
τ
吾

豊

・
〇
五

三

・
冒言.

一
死

・
0
ロ

δ

人
0

耳
亨
四
王

一三
・一重

手

金

一
四
工
釜

男

・吾

四
〇
.
0
0

不

翌

昌
ゼ
・窒

四
三
・窪

.

一く
・き

八
三
五

三

・三
ヨ

翌

・合

二
?

三

二営
内
6
0

私
の
家
で
は
前
申
す
通
り
、
.家
人
各
自
其

の
喜
用

を

計
算
札
に
書
附
け
て
.
其

の
統
計
を
示
す
方
法
を
取
る

こ
ε
に
よ
っ
て
、
纏
濟
上
の
競
争
を
敏
活
に
す
る
道
が

講
ぜ
ら
れ
で
来
た
。
そ
し
て
事
實
の
示
す
所

に
よ
る
ε

私
自
身
の
費
用
が
他
の
家
人
の
何
者
の
費
用
よ
り
も
大

で
あ
っ
花
。
即
ち
衣
服
ε
、
靴

ご
、
馨
藥
ε
其
他
の
雑

費
ご
の
矯
め
に
既
往
二
十
五
年
間
に
私
は
千
三
百
二
十

四
第
二
仙
を
費
し
淀
。
そ
し
て
妻
は
千
二
百
七
+
二
弗

十
八
仙

を
、
最
年
長

の
小
供
は
六
百
二
十
二
弗
四
十
仙

第
+
巻

(第
三
號

一
四
〇
)

四
四
入

.

を
、
次
の
兄
は
其

の
全
生
涯
に
渉

っ
て
六
百
四
十
七
弗

四
十
仙
を
、
第
三
の
見
は
十
五
年
間

に
二
百
五
十
五
弗

九
十
四
仙
を
遣

っ
た
の
で
あ
る
。

大
抵
の
家
で
は
地
代
家
賃
が
最
も
大

い
な
る
要
目
で

あ
る
。
三
十
年
間

の
私
の
地
代
及
家
賃
支
出
総
計
は
五

.

千
百
七
十
六
弗
四
十
仙

で
、
之
は

一
八
九
九
年
に
私
が

今
㊨
地
所
家
風
を
買
ふ
迄
に
携

は
れ
だ
實
際
の
支
出
額

千
二
百
七
十
四
弗
四
十
仙
ε
、
其
の
以
後

の
見
積
家
賃

三
千
九
百
二
弗
ご
を
合
計
し
投
も
の
で
あ
る
。
今

の
地

所
家
宅
は
代
償
千
九
百
五
十
五
弗
だ
つ
陀
が
、
之
に
私

は
千
百
九
十

一
弗

に
上
ぼ

る
修
繕
を
加

へ
た
。
そ
し
て

、

私
は
可
也
大
工
仕
事
が
上
手
だ
か
ら
大
抵
の
修
繕
は
私

自
身
で
し
た
。
そ
し
て
其

の
私
自
身
・の
仕
事
に
謝
し
て

は
少
し
も
日
傭
を
計
算
し
で
居
な

い
の
で
あ
る
。
地
所

家
宅
を
買
ふ
折
私
は
内
五
百
弗

は
遺
産
中
よ
り
之
を
彿

ひ
他
に
私
の
儲
け
の
貯

の
中
か
ら
之
を
携

っ
た
。
其
折

私
は
貯
蓄
の
全
部
を
吐
出
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
今

は
私
は
貯
蓄
銀
行
に
約
八
百
弗

の
預
金
ε
自
由
公
債
八

百
動
ご
を
持
て
居

る
。
叉
其
間
生
命
保
険
料
千
三
百
弗

ば
か
り
を
挑
込
む
だ
。



」

橘

.物
僧
騰
貴

の
勢
ご
私

の
遑

々
こ
し
て
上
ぼ
る
所
得
増

加
蓬
の
問
.の
軸既
定
は
實

に
痛
切
な
る
も
の
だ

っ
た
。
{貫

に

一
時
の
油
断
も
…山
家
な
い
ほ
こ
鯨
裕
を
剰
…さ
な
か
つ

π
の
で
め
る
。
私
は

一
生
涯
鐵
道
従
業
員
で

一
八
八
九

年
に
日
給

　
弗
七
十
五
仙

で
始
め
、
今
は

一
日
五
弗
五

十
仙
を
得
て
居
る
。
私
の
鐵
道
は
田
舎
の
小
會
砒
だ
も

ん
だ
か
ら
、
私
の
勢
働
時
間

は
十
時
間
.で
他
の
鐵
道
の

や
う
に
八
時
間
制
で
は
な
ぐ
、
日
給
も
亦
他
の
大
鐵
道

の
勢
銀
よ
b
.も
低

い
の
で
あ
る
。
私
の
勢
銀

の
カ
ー
ヴ

を
お
目
に
か
く
れ
ば
次
の
や
う
で
あ
る
。

]

八
入

九

.

一
八
九

二

、
一
八
九

五

.

一
八
九

九

一
九

Q

二

一
九

〇

七

.

一
九

一
〇
.

】
九

=

バ

一
九

一
八

一
九

【
九

回 周 回 同 同 同 同 同 同 一日

一
・七

五

二
・
三
〇

、

二
・五

Q

二
・
七
五

三

・
O
O

三

・二
五

三

・
七
五

四

。O

O

五

・O

O

五

・五

〇

私
の
妻
も
私
も
、
既
往
一二
十
年
を
顧
み
て
、
何
も
遺

憾
に
思

ふ
所

は
な

い
、
子
供
等
も
今
や
皆
成
長
し
て
長

女
は
あ
る
大
工
業
會
耐
に
勤

め
て
居
り
、
次
女
は
ワ
シ

雑

録

岡
山
藩

の
開
墾
策
(
二
、
完
)

.一. 一一一.一

ソ
ト
ソ
中
央
政

府

の
.書

記
を
し

て
居

る
。
私
共

は
決

し

て
十

二

分

の
も

の
を
得

な

か

っ
た

が
内
然

し
十

分
鵡
之

を
得

た
。
私

共

の
寫
し
た
事
は
他

の
人

も
爲

し
得

る
。

現
今

吾
等
が
随
所

に
之

を
見

る
困
却

ε
不
満

ご
は

、
現

今
吾

等

の
文
明

が
誇
張

さ
れ
た

る
諸
標

準
の
上

に
築

か

れ
た

る
こ
ε
を
意
味
す

る
も

の
で
あ
り
得

な

い
だ
ら

う

か
。
吾

等

の
多
数

が
今
少

し
く
簡
易
な

る
生
活
を
寫
す

べ
き

や
う
張

る
ら

る

＼
ご
も
、

そ
れ
は
恐
ら

く
何
等

の

傷
害

を
も
齎

さ
隙
で
あ

ら
う
。

鍛
字
の
取
扱
方
ば
固
よ
り
學
術
的
で
な
い
け
れ
ざ
も
、
参
考
に
供
す

る
に
足
り
な
い
こ
ミ
は
な
い
。
叉
最
後
に
附
加
へ
ら
れ
た
る
感
想

犀
、
永
孚
の
田
舎
生
活
の
安
住
的
双
魚
分
な
漂
に
し
て
居
る
け
れ
こ

も
・
そ
ん
な
に
考
へ
る
の
.』
叉
一
つ
の
考
へ
方
た
み
た
失
に
沿
。
満

足
の
出
來
る
人
は
幸
繭
で
あ
み
。

o

寮

.

、

㌔


